
【男子１回戦】 F 球場（関金球場） 第 1 試合

―

平成30年8月日（土） 9:00 ～ 10:40

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大　正 2 0 1 0 1 5 × 9

郡山第七 0 0 0 0 0 1 × 1

【バッテリー】 岡本圭司、武政柊斗 - 藤戸雄大

近藤佑真 - 大崎浩平

【長　　　打】

【戦　　　評】

【勝者インタビュー】

重ねた努力　流した汗　光り輝け　中国の地で

〈二塁打〉

チャンスを着実にものにした大正中が快勝した。大正中は初回1番谷脇尚の右中間２塁を足掛かりに、１ア
ウト２，３塁のチャンスを作り、４番藤戸雄大のレフト前タイムリーで先制、さらにバッテリーエラーでも
う１点追加した。その後も着実に加点し、６回コールドで勝利した。投げては、先発岡本圭司が５回まで相
手打線を散発４安打に抑える好投で、最終回は代わった武政柊斗が１点を取られるも、最後のバッターをセ
カンドフライで締めた。郡山第七中は３回、１アウト、ランナー３塁のチャンスを作るが、後続が倒れ、流
れを引き寄せることができなかった。

監督談

主将談

一戦一戦全力で戦うことを生徒とともに戦った。それぞれの持ち味が発揮できて良かったと思う。次の試合
も、初回から全員が気持ちをひとつにして頑張っていきたい。応援してくださった方々ありがとうございま
した。

みんなの力を合わせて、コールドで勝てて良かった。元気な声を出して、流れを引き寄せたのが勝因だと思
います。

谷脇 尚　岡本圭司
林　巧人（大正）

安田瑛虹（郡山第七）

〈三塁打〉

第40回　全国中学校ソフトボール大会　大会速報

All Japan Junior High School Softball Championship 2018 in Tottori

<粘り強くピッチングを続ける近藤君> <谷脇君の先制ヒット>

〈先　攻〉

〈後　攻〉

〈本塁打〉

郡山第七中学校（福島） 大正中学校（高知）


